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■
学
校
概
要

【
創
立
】

　
神
岡
町
の
２
校
が
統
合
し
、
平
成

９
年
４
月
１
日
に
創
立
し
ま
し
た
。

【
校
章
】

　
高
原
郷
の
山
々
と
清
流
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
神
岡
の「
か
」の
字
と
高

度
に
融
合
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。ど

こ
ま
で
も
高
い
青
空
の
色
と
澄
ん

だ
せ
せ
ら
ぎ
の
水
色
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
配
合
し
て
い
ま
す
。

【
校
訓
】

「
英
知
」「
創
造
」「
友
愛
」

【
教
育
目
標
】

　
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
良
さ
や
可

能
性
を
見
つ
け
、
伸
ば
し
な
が
ら
確

か
な
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
、「
生

き
る
力
」を
育
み
ま
す
。

【
設
置
学
科
】

総
合
学
科
：
各
学
年
80
人

■
在
校
生
よ
り

　
飛
騨
神
岡
高
校
の
良
い
と
こ
ろ

は
、
一
人
ひ
と
り
が
多
く
の
こ
と
に

挑
戦
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。生
徒
数

が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、
全
員
が
主
役

と
な
っ
て
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
で

き
る
の
で
す
。ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
部

や
登
山
部
な
ど
の
よ
う
に
、
他
の
学

校
に
は
な
い
部
活
動
が
あ
る
と
こ

ろ
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。そ
し
て
、

総
合
学
科
で
あ
る
た
め
、
将
来
就
き

た
い
職
業
が
決
ま
っ
て
い
な
く
て

も
、
入
学
し
て
か
ら
の
１
年
間
で
授

業
な
ど
を
通
し
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
こ
ん
な
魅
力
の
あ
る
学
校
で
、
素

晴
ら
し
い
仲
間
や
、
先
生
方
と
一
緒

に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
飛
騨
神

岡
高
校
は
あ
な
た
の
入
学
を
待
っ

て
い
ま
す
！！

■
校
長
先
生
よ
り

　
飛
騨
神
岡
高
校
は
、
誰
も
が
主
役

に
な
れ
る
学
校
で
す
。

　
学
校
行
事
や
地
域
と
連
携
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
中
で
、
社

会
性
や
リ
ー
ダ
ー
性
が
身
に
付
き

ま
す
。小
中
学
校
で
は
人
前
に
出
る

こ
と
が
苦
手
で
あ
っ
た
人
も
、
み
ん

な
の
前
で
堂
々
と
発
表
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
学
習
面
で
は
、
習
熟
度
別
の
少
人

数
指
導
や
学
力
支
援
講
座
を
実
施

し
、
生
徒
一
人
一
人
の
多
様
な
進
路

希
望
や
学
力
に
応
じ
た
き
め
細
や

か
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
就
職

か
ら
国
公
立
大
学
進
学
ま
で
、
生
徒

の
進
路
実
現
に
向
け
て
全
力
で
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
皆
さ
ん
が
気
付
い
て
い
な

い
素
敵
な
可
能
性
を
、
飛
騨
神
岡
高

校
で
一
緒
に
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

文化祭「白樺祭」で風船にメッセージを込めて

生徒会長　西尾　知紘さん

髙田　広彦　校長

２
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■
授
業

　
本
校
の
総
合
学
科
は
、
四
年
制
大

学
へ
の
進
学
や
就
職
な
ど
、
自
ら
の

進
路
希
望
や
興
味
・
関
心
に
合
わ

せ
て
、
普
通
科
目
や
専
門
科
目
の
中

か
ら
選
択
し
て
学
ぶ
学
科
で
す
。１

年
次
生
は
共
通
の
科
目
を
履
修
し
、

２
年
次
生
か
ら
は
文
理
系
列
、
ビ
ジ

ネ
ス
会
計
系
列
、
工
業
技
術
系
列
の

３
系
列
に
分
か
れ
ま
す
。

　
文
理
系
列
で
は
、
幅
広
い
進
路
の

実
現
に
対
応
で
き
る
総
合
的
な
学

力
を
身
に
付
け
、
文
系
・
理
系
の
大

学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど
進
学

を
目
指
し
ま
す
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
系
列
で
は
、
基

礎
・
基
本
を
重
視
し
た
実
践
的
で

体
験
的
な
学
習
を
行
い
、
将
来
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
に
必
要
と
さ
れ
る
「
専

門
性
」を
身
に
つ
け
ま
す
。

　
工
業
技
術
系
列
で
は
、
電
気
や
機

械
に
関
す
る
高
度
な
知
識
や
技
術

の
習
得
を
目
指
し
、
地
域
の
産
業
界

で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま

す
。

　
ま
た
、
本
校
で
は
「
と
も
に
育
て

よ
う
元
気
な
神
岡
の
子
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
地
元
の
神
岡
中
学
校
、
山

之
村
中
学
校
と
連
携
型
中
高
一
貫

教
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。地

域
に
愛
着
と
誇
り
を
持
つ
子
を
育

て
る
と
と
も
に
、
地
域
に
開
か
れ
た

信
頼
さ
れ
る
学
校
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

■
部
活
動

　
本
校
に
は
体
育
系
９
、
文
化
系

５
、
計
14
の
部
活
が
あ
り
ま
す
。

　
県
下
最
大
級
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

体
育
館
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
棟
な
ど
で

そ
れ
ぞ
れ
の
部
活
動
が
目
標
を
持

ち
、
日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
全
国
大
会
や
国
際
大
会

な
ど
で
も
多
数
入
賞
し
て
い
ま

す
。

　
詳
し
く
は
本
校
Ｈ
Ｐ
や
F
a
c
e

b
o
o
k
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
小
高
交
流
事
業
】

　
今
年
度
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
小
高
交
流
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
目
的
は
、
地
元
の
小
学
生

と
保
護
者
を
対
象
に
、
授
業
体
験

を
通
し
て
さ
ら
な
る
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
で
す
。
日
頃
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
体
験
が
で

き
、
良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
授
業
体
験

の
感
想
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
難
し
い
と
思
っ
た
け
ど
、
面
白

く
て
す
ご
か
っ
た
で
す
。
（
小
学

生
）

・
小
学
校
で
は
体
験
で
き
な
い
こ

と
を
体
験
で
き
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
子
供
の
将
来
の
進
路
に
も

影
響
す
る
体
験
だ
と
思
い
ま
し

た
。
（
保
護
者
）

・
高
校
の
雰
囲
気
を
知
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
高
校
生
の
方

や
先
生
が
と
て
も
明
る
く
接
し
て

下
さ
り
楽
し
い
授
業
体
験
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
（
保
護
者
）

【
県
外
募
集
枠
、

独
自
検
査
枠
拡
大
の
お
知
ら
せ
】

　
ロ
ボ
ッ
ト
部
は
、
平
成
30
年
度

入
学
者
選
抜
よ
り
県
外
募
集
枠
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
独
自
検
査
の
募
集
対
象

部
活
動
は
、
ス
キ
ー
、
硬
式
野

球
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ロ

ボ
ッ
ト
の
ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー
、
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
加
わ
り
ま
し

た
。

飛騨神といえばロボット部！！

独自検査に加わった女子バレーボール部

小高生交流事業の様子

野球部の試合の様子

←こちらのQRコードから
　飛騨神岡高校ＨＰへ
　アクセスできます
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百歳褒賞おめでとうございます

覚書を手にする徳升支店長（左）と都竹市長

災害時の通信手段の確保へ
11月14日（火）　市役所

「特設公衆電話の設置等に関する覚書」を締結

　市は、指定避難所において被災者の通信手段の確保を図
るため、西日本電信電話株式会社岐阜支店と「特設公衆電
話の設置等に関する覚書」を締結しました。
　この覚書は、災害時に被災者の通信手段を確保すること
を目的として、被災者が無料で使用することができる特設公
衆電話の設置や利用などについて定めるものです。
　同支店において、市の指定避難所となっている小学校など
29施設に、災害時専用の電話回線を最大３回線、計57回線
が配線される予定です。
　この日は、同支店の徳升良弘支店長と都竹市長が覚書に
署名しました。

　古川町向町の千代田要次さんが100歳を迎えられました。
都竹市長からお祝いと花束などを受け取りました。
　千代田さんは「ここで過ごす毎日が楽しい。知らない間に
百歳になっていた」と笑顔で話していました。
　古川町黒内の天木シオさんが100歳を迎えられました。市
民福祉部の柚原部長からお祝いと花束などを受け取りまし
た。
　この日は、天木さんの家族や入所している地域密着型養護
老人ホーム「あさぎり」の皆さん・スタッフ、市職員などで天木
さんの百歳を祝いました。

飛騨市こころのクリニックが開所しました
11月６日（月）　ハートピア古川

飛騨地域唯一の児童精神科診療所

テープカットを行う藤江先生（左端、左から２人目）ら

　飛騨市こどものこころクリニックの開所式がハートピア古
川に隣接する同所で開かれました。関係者ら約50人が出席
し、テープカットや内覧会が行われました。
　同クリニックには、他病院の児童精神科で勤務されていた
藤江昌智先生、藤江小百合先生に就任していただき、11月６
日から診療業務を開始しています。
　藤江先生は「診療所をつくる過程から密にコミュニケー
ションをとって進んできたので、とても良いスタートを切るこ
とができると思う。困難なこともあるかもしれないが、いい
飛騨地域を作り上げていきたい」とあいさつしました。

賞状を手にする森瀬さん（左）と坂ノ上さん（右）ら

高齢者叙勲の伝達を行いました
11月15日（水）　市長室

町村議員を長年勤められた２人に表彰

　河合町の坂ノ上重蔵さんと古川町の森瀬政夫さんが旭日
単光章を受章されました。それを受け、11月15日に市長室で
叙勲の伝達が行われ、都竹市長から賞状などを受け取りまし
た。
　この高齢者叙勲は春秋叙勲とは別に、国家または公共に
対し功労のあった方に対し送られるもので、お二人はそれぞ
れ旧河合村、古川町の議会で議員として長年活躍されまし
た。
　都竹市長は「これからもお元気で、市政へのご指導をいた
だければと思います。本当におめでとうございました」と話し
ていました。


